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視線計測型VRを活用し、将来可能性教育の効果を多角的に評価。キャリアレジリエンスと防
災をテーマにした演習で、アンケートとVR注視時間を比較。アンケートよりも視線計測のほ
うが有意差がみられやすかった。
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1. はじめに 

急速な技術革新やグローバル化の進展，超寿命化社

会の到来に伴い，長期的かつ多角的な視野を有する意

思決定能力の育成が重要性を増している．不確実な未

来に対処するためには，現在世代のみならず将来世代

も考慮した意思決定が求められる．西條は，現在の利

得が減少しても将来世代を豊かにできるならば，意思

決定や行動それ自体が人を幸福にする性質を「将来可

能性」として提唱している 1)．この概念に基づき，倉敷

は，将来可能性を引き出し認知させ，思考訓練・トレ

ードオフを通じて意思決定を育成する教育を「将来可

能性教育」と定義し 2)，その教育を実践している． 

これまでに倉敷らは大学生や高校生を対象に，キャ

リアレジリエンス分野や防災分野における将来可能性

教育の演習やワークショップを実施し，参加者に「今

の立場」や「未来の立場」を体験し意思決定の変化を

調査している．これらの調査では，演習前後の質問紙

調査を通じて学習効果を測定してきたが,質問紙は設

問解釈のばらつきや回答者の主観に依存するため,教

育効果を客観的かつ高精度に捉える上で限界がある. 

一方，心理学領域においては視線計測が無意識的な

認知過程や情動的反応を反映する行動指標として用い

られており，特に注視時間の変化は関心の偏移や態度

の変容を示す指標とされている 3).これらを応用し演

習等の教育効果の評価に視線計測を導入することで,

学習者の内面的な変容を可視化できる可能性がある. 

そこで本研究では, 視線計測型 VR ゴーグルを活用

し，将来可能性教育の効果を多面的に評価する．これ

までに倉敷らが行ってきた２つの演習（「今の立場」

と「未来の立場」でキャリアレジリエンスや防災を検

討）を対象に，視線計測型 VRによる調査とアンケート

による質問紙調査を実施し，将来可能性教育の効果に

ついて分析を行ったのでその結果を記載する． 

 

22..  方方法法  

2.1 対象と実施概要 

本研究では,大学生および高校生を対象に,将来可能

性教育に基づく 2 種類の演習（キャリアレジリエンス

分野，防災意識分野）を実施した．各演習は,参加者が

「今の立場」と「未来の立場」になり,提示された課題

に基づいて意思決定やメッセージ作成を行う形式で構

成されている.  

 視線計測については以下の準備・実践を行った． 

①キャリアレジリエンスに関する質問に対し，回答と 

して２つの選択を表す画像を生成 AIにより作成． 

②生成した画像の妥当性をアンケート調査で検証． 

③検証済の画像を用いて視線計測アプリを VR ゴーグ

ルに導入． 

④演習を実施し，演習前後において視線計測を実施． 

⑤別に実施したアンケート質問紙調査結果との比較． 

 

2.2 質問項目 

演習の効果測定には，児玉によるキャリアレジリエ

ンス測定尺度 4)を用いた．キャリアレジリエンスは今

後の進路における困難に適応し前向きに成長する力で

あり，「問題対応力」「ソーシャルスキル」「新奇多様

性」「未来志向」「援助志向」の 5 因子から構成され

る．表 1に質問項目を示す． 

 

表1 キャリアレジリエンス質問項目 
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2.3 視線計測用の画像の作成 

表1の質問に対する回答について２対の画像を生成

AIにより作成した．図1に作成した画像の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 生成ＡＩによる画像と妥当性の評価 

 

 演習参加者以外の第３者(大学生11名)にアンケート

調査を行い，２対の画像のうちどちらが回答文を意味

する画像であるか選択させた．90%以上の一致度を示し

た画像のみを用いて視線計測に用いた． 

視線計測では,アイトラッキング機能付きVRゴーグ

ル(PICO4)を用い，VR空間上で提示される２対の画像に

対する注視時間を測定した． 

 

3. 結果および考察 

アンケートによる質問紙調査と視線計測を演習前後

に行った．演習参加者は大学工学部生 16名である．ス

コアを図 2 に示す．アンケートによる質問紙調査は４

件法で行い，平均値を図に示す．また，視線計測は注

視時間を示す． 

アンケート及び視線計測の演習前後の差を P 値で比

較した結果,アンケートよりも視線計測の方が有意差

を示す結果となった（視線計測 P = 0.04,アンケート 

P = 0.30）. 

また，質問項目に関して，視線計測の結果では「新

規多様性」「肯定的な未来志向」の項目に有意差が見

られ，アンケートによる結果よりも有意差が見られた

項目が多い. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 キャリアレジリエンスの各設問での 

視線計測およびアンケート結果の比較 

視線計測は,アンケートと比較して変化をより敏感

にとらえる測定手法であることが示唆された.また,F

値に関して,視線計測の結果が高い値を示した（視線計

測 F = 4.36,アンケート F = 1.06）．このことは,ア

ンケートが４件法を実施しており,回答が似たものに

なりやすく微小な差を観測するのには好ましくないと

考える． 

また，「ソーシャルスキル」「新規多様性」「未来志

向」の３項目においては,未来の立場での演習に意義を

見出した参加者層の方が,演習後にスコアが上昇する

傾向を示した．また，詳細は割愛するが，防災分野で

の演習を行った場合も，今の立場よりも未来の立場で

検討した際の意見を優先した参加者層の方が，「新奇

多様性」「肯定的な未来志向」が演習後に上昇する傾

向を示した. 

 

4. おわりに 

本研究では，将来可能性教育の教育効果を可視化す

る手法として，視線計測型 VR技術の導入を試みた．キ

ャリアレジリエンス分野および防災分野をテーマとし

た演習を通じて，アンケートによる質問紙調査と VRゴ

ーグルを用いた視線計測の両面から学習効果を評価し

た結果，視線計測の結果は学習者の内面的変容をより

鋭敏かつ定量的に捉える手段として有効である可能性

が示された．特に,今の立場と未来の立場の違いによっ

て注視傾向に明確な差が現れたことは,将来可能性教

育における視点転換の影響を客観的に示す証拠となり

得る.また,注視されなかった画像ではアンケートによ

る質問紙調査のスコアの変化が小さい結果からも，視

線行動は教育効果の質的な側面を反映していると考え

る. 
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